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展開の考え方と進め方

グリーン調達実績

お取引先における環境マネジメントシステム構築の推進

第三期環境行動計画では、環境マネジメントシステムの構
築を要求するお取引先の対象を製造メーカーだけではなく、
販売代理店（商社）にも拡大して活動を展開しました。拡大の
理由は当社の調達品のグリーン調達度レベルを高めるために
は、調達品を製造メーカーから仕入れて取り扱い、また製造
メーカーを指導する立場にある販売代理店にも環境への意識
付けが重要であると考えるからです。国際規格に準拠した環
境マネジメントシステムの構築が困難なお取引先へは、FDK
グループ独自の簡易的なマネジメントシステム（略称：
FDKEMS）を2つのレベルで用意し、構築をお願いしていま
す。このFDKEMSは、ISO14001の基本的な要求事項につ
いてマネジメントを行うようになっています。将来的には第三
者認証の環境マネジメントシステムへレベルアップすることを
要求しています。
なお、「当社で定める有害化学物質を使用していない原材
料・部材」の調達については、「製品に含有する有害物質全廃
の取り組み」（P22参照）の中で活動を推進しています。

2005年度は前年度に引き続きグリーン調達説明会を開催
して、お取引先へFDKグループのグリーン調達の考え方と進
め方をご説明し、ご協力いただくようお願いしました。そして、
88社において新規に環境マネジメントシステムを構築してい
ただきました。そのうちFDKEMSをご構築いただいたのは、
2社です。今後も、お取
引先においてマネジメン
トシステムの新規構築を
お願いし、FDKEMS構
築の支援を進めていき
ます。

事務用品のグリーン購入

第三期環境行動計画には取り上げていませんが、省エネ、リ
サイクル、資源の節約、有害性の排除、廃棄の容易性などを配
慮した環境マークの表示された事務用品を購入するグリーン
購入も推進しています。

FDKグループでは、環境に配慮した製品づくりのためには製品構成のもととなる購入品が重要な要素であるため、
資材部門が中心となってグリーン調達活動を行っています。グリーン調達では「ISO14001などの環境マネジメント
システムの構築、運用を行っている」ことと、「当社で定める有害化学物質を使用していない原材料・部材」の2つの条
件を設定し、この両方を満足したものを優先的に購入しています。

取引先における環境マネジメントシステム（EMS）を推進する。
 ● 日本国内の製造拠点を活動の対象とし、環境マネジメントシステムが構築されていない取引先に対して環境マネジメントシステムの構築を
推進する。

 ● 構築する環境マネジメントシステムは、ISO14001、EMAS、エコアクション21、エコステージ、地域独自の環境マネジメントシステム、等の
第三者認証機関が認証したもの、又は、富士通グループ環境マネジメントシステム（略称：FJEMS）、FJEMSと同様レベルの新たに考案した
FDKグループ環境マネジメントシステム、FDKが認めた取引先独自の環境マネジメントシステムとする。

第三期環境行動計画の目標

お取引先への説明会（湖西工場にて）

FDKグループのグリーン調達
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グリーン調達の推進
環境に配慮した製品をお客さまにお届けするため、原材料、部品、梱包材などのグリーン調達を推進しています。
グリーン調達の推進
環境に配慮した製品をお客さまにお届けするため、原材料、部品、梱包材などのグリーン調達を推進しています。

EMS構築要求レベル

グリーン調達の概要

レベルⅤ
ISO14001の要求事項を上回る要求事項

エコステージ3～5

レベルⅣ
ISO14001の要求事項をほぼ網羅
　（エコアクション21と相互認証可）
ISO14001、エコアクション21、エコステージ2、
KESステップ2、みちのくEMS

レベルⅢ
ISO14001の要求事項を簡略化
　（エコアクション21との相互認証不可）
エコステージ1、KESステップ1

レベルⅡ
ISO14001要求事項のPDCA
基本要素のみ
FJEMS、FDKEMSステップ2

レベルⅠ
環境改善のための最低限の
PDCA基本要素のみ
FDKEMSステップ1
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ISO14001などの環境マネジメントシステムの構築、運用

当社で定める有害化学物質を使用していない原材料・部材




